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本書は
，永らく高等学校で社会科，地理歴史科
の教鞭をとられ
，現在新潟大学の教授であられる
児玉康弘氏の博士論文を基盤としている。子どもの歴史解釈の主体性をめぐる議論は数多
く
，代表的なものとしては1980年代後半の『歴
史学研究』誌上の議論があげられる
。同誌では，
本来多様であるはずの歴史解釈が
，歴史研究者→
歴史教育者→歴史学習者の順に序列化され，その
結果
，学校現場では歴史学者の研究成果や教科書
の「正答主義」の下に子どもの解釈が規定されて
いる弊害が指摘された
。だが，このような歴史解
釈に対する権威主義的な考え方は
，今日もなお根
強い
。児玉氏も，このような歴史解釈のヒエラル
キ
化ーに疑問を呈しており，本書は，子どもが自
主的
・自立的に歴史を学ぶことのできる開かれた
解釈学習の理論的な解明を目指している
。
本書は大きく三部からなる
。第一部では，従来
の歴史学習の問題点が検討され
，歴史家の解釈過
程を生徒自身に批判的に吟味させる匚解釈批判学
習
」と，歴史的政策に関する意思決定過程を生徒
に批判的に吟味させる匚批判的解釈学習」が提案
されている
。つづく，第二，三部は，これらの理
論に基づく授業が教授書の形で示されている
。
第二部の「‾解釈批判学習」は，歴史的事象の
細分化としての単元ではなく
，生徒が社会を見る
ときに必要な観察単位を核として単元を構成し
，
より親しみやすい観察単位＝「‾人物」から順に
匚事件
」匚政策」匚地域」「‾社会変動」まで５つを単
元として提案している。その上で，第五～九章の
各章で
，これを具体化した教授書が示されている
Ｏ
第三部の「批判的解釈学習」では，冒頭の第十一章で，過去に提案された社会科歴史学習の内容
構成原理の研究を踏まえた上で
，新たな内容構成
原理が提案されている。本書では，政策の選択・
谷　口　和也(東北大学)
決定の仕方の３タイプ「厂単純選択
」厂妥協・合意
的選択
」匚試行錯誤的選択コと，批判的解釈のあ
り方の２方法（「目的
・結果の批判（連続的批判）」
「原因
・起源の批判（連続的批判）」）が提案され
ている
。また，それぞれに匚二項選択」と匚多項
選択
」が考えられるので，その類型は計12タイ
プが考えられるが
，本書では，このうち５つにつ
いて第十二～十六章で教授書が示されている。
本書は
，歴史主義によらない社会科歴史学習を
理論的に解明し
，しかもこれを具体的な教授書と
して提示した点に意義かおる
。この点て本書は，
学校教育現場で
，社会科として本当に生徒のため
になる歴史学習を模索し続けられてきた児玉氏の
前半生の仕事の集大成であるといえる
。
しかしながら
，本書の主題である，開かれた解
釈学習としての歴史教育には
，児玉氏自身も指摘
されるように
，次の二つの弱点があるように思わ
れる
。第一，歴史学習としての解釈の深さの問
題である
。生徒自身の解釈の多楡吐を常識的な授
業時間内に保証しようとすれば
，資料や学習内容
が拡散しかねない
。一方で，解釈の深さを第一義
に考えれば
，教師が用意した資料や選択肢の中に
生徒の解釈を閉ざしてしまう恐れかおる
。第二に，
評価の問題である
。生徒の歴史解釈の成果を，形
式的操作のみからでもなく
，「正答主義」にも基
づかず評価するとはどうすることか
。社会科とし
ての歴史学習の意義を問われかねない問題である
。
むろん
，これらは本書固有の弱点というより，
社会科歴史学習の多くが持つ共通の弱点であり
，
本書の研究成果をいささかも損なうものではない
。
むしろ
，本書の成果によって，今後匚批判的解釈
学習
」の残り７類型の教授書開発と，評価方法ま
でも含めた新たな意味でのトー タルな社会科歴史学習の理論体系づくりが期待されている。
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